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【目　的】
細胞の極性化は，上皮シート構造の形成・維持や創傷治癒の過程において必要である．
我々は， を培養上皮細胞に添加すると，創傷治癒が促進されることを見出した．本
研究では， の創傷治癒促進作用の分子機構を明らかにする為に，①創傷治癒過程に
おける細胞の極性化を が促進するか，②細胞極性の制御に働くプロテインキナーゼ
（ ）とその結合タンパク質である の発現および局在に対する の作用，
③創傷治癒とは別の上皮極性化に対する の作用，について検討を行った．

【方　法】
培養ヒトケラチノサイト（ ）細胞を用いて を行い，
の添加により傷修復過程で起こるゴルジ体の傷面への局在化（極性化）が促進されるか検
討した．また，傷修復過程における と の発現と局在について検討を行った．

は脂溶性抗酸化物質であることから，脂溶性抗酸化能を有するビタミン （ ）に
ついても同様の検討を行った．さらに， が 培養上皮細胞のカルシウム依存
的な細胞間接着構造の形成（極性化）を促進するか，タイトジャンクション・マーカーであ
る の局在に与える作用について免疫組織化学的に検討した．

【結　果】
創傷治癒過程における細胞の極性化に対する と の作用を検討したところ，

は よりもゴルジ体の極性化を促進することが分かった． や は傷修
復の際に形質膜へ局在化する． は よりも強く の膜への局在化を促進した．
さらに， は 細胞の極性化も促進することが明らかとなった．

【考　察】
以上の結果より， は上皮細胞シートが方向性を持って移動する際に起こる極性化

を促し傷の修復を速めている事が示唆された．その分子機構として， は極性形成に
働く の形質膜への局在化を促進していることが明らかとなった．また， は

細胞の極性化も促進したことから，傷修復のみならず様々な細胞の極性化を促進す
る作用があることが示唆された．

によるプロテインキナーゼ の
機能制御を介した創傷治癒促進効果


